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麻生グループ社員向け英語プログラム 

英語を実践で「使い」、次の「学び」へのモチベーションへ 

社員の活躍がTV番組に！― FBS福岡放送「シゴト劇場」 

成

長 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラム 
地域貢献 ー 未来の国際人を育てる麻生の取り組み 

祝  周年！ 
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界
観
が
変
わ
っ
た
！
」と
話

す
の
は
、
現
在
、
福
岡
県
飯

塚
市
内
の
高
校
に
通
う   

佐
伯 

鞠
（ま
り
）
さ
ん
。
鞠
さ
ん
は
、
中
学
三

年
生
の
時
に
、地
域
向
け
の
無
料
英
語
プ
ロ

グ
ラ
ム
「麻
生
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ

シ
ュ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
半
年
間
受
講
。
さ
ら

に
、
二
〇
一
六
年
三
月
に
は
、
麻
生
グ
ル
ー

プ
か
ら
海
外
派
遣
支
援
を
受
け
、イ
ギ
リ
ス

の
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
に
短
期
留
学
し
た
。 

 

地
元
学
生
の 

海
外
留
学
を
支
援 

  

「
半
年
間
、
毎
日
の
よ
う
に
英

語
を
使
っ
て
い
た
こ
と
で
、
英

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
力
が
か
な
り
伸
び
ま
し
た
。

ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
で
の
短
期
留

学
を
通
し
て
、
自
分
の
意
見
に

自
信
を
持
て
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。以
前
は
、自
分
の
基
準

で
『普
通
で
あ
る
こ
と
』が
よ
い

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
異
文

化
を
知
り
違
い
を
認
め
る
こ

と
で
、一
人
ひ
と
り
、色
々
な
感

世
界
観
が
変
わ
っ
た
！ 

未
来
の
国
際
人
育
成 

 

麻
生
の
地
域
貢
献
プ
ロ
グ
ラ
ム 

「世 

じ
方
や
考
え
方
が
あ
っ
て
よ
い
の
だ
と
思

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」 

 

飯
塚
か
ら
国
際
人
に
な
れ
る 

機
会
が
あ
る
こ
と
に
感
謝 

  

鞠
さ
ん
は
、
こ
の
短
い
期
間
で
「国
際
人

に
な
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
」
に

つ
い
て
、
自
分
の
考
え
を
見
つ
け
る
ほ
ど

大
き
く
成
長
し
て
い
る
。
「他
人
を
知
る
こ

と
、
思
い
や
り
を
持
っ
て
接
す
る
こ
と
、
自

分
に
自
信
を
持
つ
こ
と
。
こ
れ
が
国
際
人

に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」と
、

自
信
に
溢
れ
た
笑
顔
で
話
す
鞠
さ
ん
。
国

際
人
を
目
指
す
後
輩
た
ち
に
向
け
て
、
「
飯

塚
で
国
際
人
に
な
れ
る
機
会
が
あ
る
こ
と

に
感
謝
し
、
積
極
的
に
学
ん
で
ほ
し
い
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い
る
。 

 

一
周
年
を
迎
え
た
「麻
生
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
」 

― 

意
欲
あ

る
小
中
学
生
に
、
無
償
で
学
習
機
会
を 

  
麻
生
グ
ロ
ー
バ
ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・プ

ロ
グ
ラ
ム
は
、
麻
生
グ
ル
ー
プ
が
地
域
貢

献
の
一
環
と
し
て
、
国
際
人
を
目
指
す
飯

塚
の
小
中
学
生
を
対
象
に
無
料
提
供
す
る

英
語
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
自
ら
成
長
す
る
意

欲
の
あ
る
地
域
の
子
供
た
ち
を
応
援
し
た

 

 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラム 

未来の国際人育成 

▲ 2016年3月に、麻生グループから支援を受け、イギリスに1週間短期留学した   

   佐伯 鞠さん（当時中学3年生）と、麻生オックスフォードニューカレッジ大学院       

     奨学生の田副 寛太郎さん（於：英オックスフォード大学キャンパスにて撮影） 

᾿̓̓ ῀͂͂   

ḴḴḴ   

 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラムは、自ら成長する意欲をもつ子
供たちのために、麻生グループが無償で提供する英語プログラムです。プ
ログラムを通して、飯塚から国際社会で活躍できる人材育成を目指して
います。 

筑豊を発祥とする麻生グループは、地域との関係に支えられ140 年以
上の歴史を刻んでまいりました。 未来を担う子供たちの育成支援は、麻
生グループの ミッションである「社会システム変革への貢献」につながるも
のと考えています。 このような学習機会の提供を通して、未来の国際人
を目指す地域の子供たちを応援します。  

祝  周年！ 

Developing Young  

Global  Leaders 

詳しくは、こちら▶ www.aso -group.co.jp  
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い
と
い
う
思
い
か
ら
、二
〇
一
五
年
十
月
に

設
立
。
早
く
も
開
講
一
周
年
を
迎
え
た
。 

 

毎
週
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン 

― 

受
講
生
の    

百
パ
ー
セ
ン
ト
が
英
語
力
向
上
を
実
感 

  

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
国
際
社
会
で
求

め
ら
れ
る
四
つ
の
ス
キ
ル 

― 

「
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」
、
「
成
長
志
向
」
、
「
問

題
解
決
能
力
」、
「
グ
ロ
ー
バ
ル
志
向
」 

― 

を
軸
に
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師
が
ス
ピ
ー
キ
ン

グ
を
中
心
に
英
語
を
教
え
て
い
る
。 

 

中
級
・
上
級
の
生
徒

た
ち
は
、
毎
週
の
よ
う

に
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

自
ら
英
語
で
発
信
す

る
力
を
磨
い
て
い
る
。

そ
の
結
果
、
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
受
講
し
た
生
徒

全
員
が
「英
語
力
が
向

上
し
た
」こ
と
を
実
感

し
て
い
る
。
実
際
に
、

中
級
・上
級
ク
ラ
ス
を

受
講
し
た
生
徒
た
ち

は
、
地
域
や
社
会
に
関

す
る
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
、
英
語
で
三
分
程

度
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
で
き
る
ま

で
に
成
長
し
て
い
る
。 

 

未
来
の
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の

素
養
が
確
実
に
身
に
つ
い
て
き
た 

  

「授
業
を
受
け
る
た
び
に
、
自
分
の
英
語

力
や
リ
ー
ダ
ー
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
が

身
に
つ
い
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま

す
」と
話
す
の
は
、
飯
塚
市
の
中
学
に
通
う

谷
口 

英
里
紗
さ
ん
。
英
語
で
の
発
信
力
を

学
ぶ
こ
と
を
通
し
て
、
未
来
の
グ
ロ
ー
バ

ル
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
素
養
が
確
実
に
磨

か
れ
て
い
る
。
実
際
に
、
現
在
で
は
、
自
分

に
関
す
る
説
明
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
や

社
会
に
つ
い
て
も
、
英
語
で
意
見
を
言
え

る
よ
う
に
な
っ
た
。 

 

地
域
の
子
供
向
け
無
料
集
中
講
座 

「授業を受けるたびに、 

英語力だけではなく、 

グローバルリーダーにとって 

大切なことが身についてきて

いると、実感しています」 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラム
受講生 

谷口 英里紗さん（中学3年生） 

▲ 飯塚市内の中学校に通う谷口 英里紗さん（15才）。麻生グローバルイングリッシュ・プログラムの 

     期末テストの一環として、グローバル人材をテーマに、英語でプレゼンテーションを行った。 

Ὸ⁮Ὸ⁮Ὸ⁮111 ᾿ ᾿”‏‍ ᾿”‏‍ ”‏‍ „„„    

 TOEIC （CASEC換算）  
 

中級・上級クラスの受講生は、受講から半
年後と1年後に外部の英語力測定テスト
「CASEC※1」を受験。 

左図は、半年間で、TOEICスコア
（CASECのスコアから換算）がどの程度
伸びたのか、点数別に受講者の割合を示
している。 
 

20 ％ 

60 ％ 
20 ％ 

▲ 麻生グローバルイングリッシュ・プログラム第1期生 
   中級・上級クラスの生徒たち 

※1：CASECとは、日本英語検定協会が基礎開発をしたオンライン形式のテスト。 
     試験結果から、TOEIC、英検等の試験に換算したスコアもわかる。 

開講から１年間で、子供たちの英語力は、どのくらい伸びたのでしょうか？ 

まず、受講生のフィードバックによると、この1年間で、

しています。また、外部機関による英語力測

定テストの結果をみると、半年間で 40 Ṿ TOEIC

50 （CASEC※1の結果から換算） 。 

さらに、この1年間で、TOEIC換算で600 を取得した小
学生や、 3 2 した中学生も出てきており、子供たちが
着実に成長していることがわかります。 

100 点以上 

50点以上 
100 点未満 

50点
未満 



識
を
克
服
す
る
こ
と

が

で

き

ま

し

た
。

ゲ
ー
ム
な
ど
で
楽
し

く
、
分
か
り
や
す
く

英
語
を
学
ん
で
、
い

つ
の
間
に
か
英
語
が

話
せ
る
よ
う
に
な
っ

て
よ
か
っ
た
」と
感

想
を
話
し
て
い
る
。 

 

夏
期
集
中
講
座
の

最
終
日
、
初
級
コ
ー

ス

の

生

徒

た

ち

は

「自
分
自
身
」の
こ
と

に
つ
い
て
英
語
で
説

明
。
中
上
級
コ
ー
ス

の
生
徒
た
ち
は
、
「
将

来
の
夢
」や
「オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」な
ど
、
自
分
が
話
し
た
い
テ
ー
マ

を
選
び
、
英
語
で
発
表
し
た
。 

 

子
供
た
ち
の
「学
び
た
い
」思
い
を
応
援 

  

初
級
コ
ー
ス
を
受
講
し
た
小
学
生
の
木
田 

衣
織
さ
ん
は
、
「
今
ま
で
英
語
が
全
く
話
せ

な
か
っ
た
け
ど
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し

て
、
英
語
で
話
し
た
り
、
書
い
た
り
す
る
こ

と
が
す
ご
く
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

と
、
自
身
の
成
長
に
驚
い
て
い
た
。 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
中
、
「
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
り
た
い
」
、
「
将
来
は
海
外

で
活
躍
し
た
い
」と
、
海
外
に
視
野
を
広
げ

た
夢
を
持
つ
子
供
た
ち
も
多
い
。
子
供
た
ち

の
成
長
を
支
え
る
こ
と
で
、
地
域
の
未
来
は

ど
う
変
化
し
て
い
く
の
か
。
麻
生
グ
ル
ー
プ

は
、
そ
ん
な
子
供
た
ち
の
「学
び
た
い
」気
持

ち
に
、
こ
れ
か
ら
も
応
え
て
い
き
た
い
。 
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名
門
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
生
と
交
流 

 

  

月
上
旬
は
、
麻
生
グ
ロ
ー
バ

ル
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・プ
ロ

グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
夏

期
集
中
講
座
を
実
施
し
た
。

飯
塚
地
区
の
小
中
学
生
を
対

象
に
、
初
級
三
日
間
、
中
上

級
五
日
間
の
二
つ
の
コ
ー
ス
を
提
供
。
講
師

は
、
名
門
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
現

役
生
二
名
が
務
め
た
。
講
師
の
ド
ロ
シ
ー
さ

ん
と
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ム
を
取
り
入

れ
な
が
ら
、
子
供
た
ち
に
発
音
や
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
基
礎
に
つ
い
て
教
え
た
。 

 

苦
手
意
識
を
克
服 

― 

い
つ
の
間
に
か
英

語
が
話
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た 

  

授
業
は
全
て
英
語
で
行
わ
れ
た
た
め
、
最

初
は
生
徒
た
ち
も
緊
張
し
た
様
子
。
授
業
が

進
む
に
つ
れ
て
、
次
第
に
ネ
イ
テ
ィ
ブ
講
師

の
英
語
に
も
慣
れ
、
積
極
的
に
質
問
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。 

 

中
上
級
コ
ー
ス
に
参
加
し
た
中
学
生
の  

大
久
保 

遥
星
（は
る
せ
）さ
ん
は
、
「
英
語
を

話
す
の
が
と
て
も
苦
手
で
し
た
が
、
先
生
た

ち
が
分
り
や
す
く
教
え
て
く
れ
て
、
苦
手
意

▲ 麻生グローバルイングリッシュ・プログラム 夏期集中講座初級クラスの様子 

   講師のドロシーさん（オックスフォード大学3年生）に熱心に質問をする小学生たち 

「以前は、みんなの前で話すの

が苦手でしたが、講座を通して

話せるようになりました」 

 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラム受講生 

舞野 衣代菜さん（小学4年生） 

 

八 
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び
た
い
気
持
ち
を
持
つ
の
は

子
供
だ
け
で
は
な
い
。
麻
生

グ
ル
ー
プ
で
は
、
自
ら
成
長

す
る
意
欲
を
も
つ
社
員
を
応
援
す
る
た
め

に
、
多
く
の
学
習
機
会
を
提
供
し
て
い
る
。 

 

「ド
キ
ド
キ
し
た
け
ど
、
楽
し
か
っ
た
！
」

と
話
す
の
は
、
麻
生
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

大
学
校
に
勤
務
す
る
王 

琳
琳
さ
ん
。
王
さ
ん

は
、
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
か
ら
迎
え

た
イ
ン
タ
ー
ン
生
の
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
、
レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
が
職
場
を
訪
問
し
た
際
に
、
事

務
所
内
を
英
語
で
案
内
し
た
。 

 

こ
の
外
国
人
イ
ン
タ
ー
ン
生
に
よ
る
職
場

訪
問
は
、
麻
生
グ
ル
ー
プ
社
員
が
英
語
を
実

践
で
「
使
う
」機
会
を
持
つ
た
め
に
、
昨
年
か

学 

▲ 麻生グローバルイングリッシュ・プログラム 夏期集中講座中上級クラスの様子。 

   授業は全て英語で実施。様々な学年、学校の生徒たちと共に、効果的な 

   プレゼンテーションについて楽しく学んだ（於：福岡県飯塚市） 

「他の学校の人とも交流

することができ、よい経験

になりました。段々、先生

の英語も聞き取れるよう

になり、プレゼンテーション

をする力や英語力が身に

付きました」 

 

麻生グローバルイングリッシュ・プログラム

夏期集中講座中上級クラス受講生 

渡邉 菜々子さん（中学2年生） 

 

オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
イ
ン
タ
ー
ン
生

が
職
場
を
訪
問 

― 

学
ぶ
意
欲
を
持
つ

社
員
に
、
英
語
を
「使
う
」機
会
を 

 

 

グループ社員向けの取り組み 

英語を実践で「使い」、 

次の「学び」へのモチベーションへ 

 

Developing Global  Talents        

at Aso Group 

 「使う」実践英語 

勉強会 海外研修 

「学ぶ」ビジネス英語 

₁‖₁‖₁‖ ῲῲῲ᾿ ‒―᾿ ‒―᾿ ‒― ͂͂῀‫‫‫   

 

麻生グループでは、グローバルシティズン育成の一環として、 
グループ社員を対象とした無料の英語研修を多数実施しています。 

ᾜ   実践英語TOEIC年間講座、短期集中

ビジネス英語講座、オンライン英会話などを実施 

ᾜ   外国人インターン生による職場訪問、国際交

流イベントなど、英語を実践で「使う」ための機会を提供 

ᾜ   2016 年度は、バンコクで市場調査に挑戦する実践

的な海外研修を実施 

ᾜ   海外経験豊富な日本人又は外国人講師を迎え、海外

に関するトピックについて学ぶ勉強会を定期的に開催 

詳細はこちら▶ https://www.aso -group.jp/group/gc/training.pdf  
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ら
導
入
し
た
も
の
。
い
つ
も
の
職
場
に
外

国
人
が
出
向
き
、
英
語
を
使
う
環
境
を
つ

く
る
「
出
前
型
」の
取
り
組
み
だ
。 

 
 話

し
た
い
の
に
、
話
せ
な
い
・・・ 

「も
ど
か
し
さ
」が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に 

 

  

こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
株
式
会
社 

麻
生 

開
発
事
業
部
の
高
橋 

拓
人
さ
ん 

 

（入
社
六
年
目
）は
、
「話
し
た
い
こ
と
が
あ

る
の
に
、
話
せ
な
い
も
ど
か
し
さ
を
感
じ

ま
し
た
。
も
っ
と
会
話
の
幅
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
英
語
を
勉
強
し
た

い
」と
、
感
想
を
話
す
。 

 

高
橋
さ
ん
が
所
属
す
る
開
発
事
業
部
で

は
、
主
に
ホ
テ
ル
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
の
経

営
を
行
っ
て
い
る
。
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
と
レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
が
職
場
を
訪
問
し
た
際
は
、

事
業
内
容
に
つ
い
て
英
語
で
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
後
、
運
営
し
て
い

る
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
案

内
。
食
事
し
な
が
ら
の
交
流
で
は
、
実
際
に

発
音
を
教
え
て
も
ら
う
な
ど
、
伝
わ
る
英

語
を
話
す
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

場
面
も
あ
っ
た
。 

 

海
外
か
ら
の
お
客
様
に
安
心
感
を
与
え

ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
な
り
た
い 

 

同
じ
く
、
開
発
事
業
部
に
所
属
す
る
伊

東 

世
菜
さ
ん
は
、
入
社
三
年
目
。
現
在
、
同

部
署
が
運
営
す
る
ホ
テ
ル
に
勤
務
し
て
い

る
。
「今
年
四
月
に
九
州
で
地
震
が
発
生
し

た
際
に
、
英
語
の
堪
能
な
ス
タ
ッ
フ
が
外

国
人
の
お
客
様
に
対
応
し
た
こ
と
で
、
お

客
様
が
と
て
も
安
心
し
て
滞
在
で
き
た
と

い
う
話
を
聞
き
ま
し
た
。
私
も
安
心
感
を

与
え
ら
れ
る
ス
タ
ッ
フ
に
な
れ
る
よ
う

に
、
世
界
の
共
通
語
で
あ
る
英
語
を
身
に

つ
け
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
ま
し

た
」と
、
こ
の
取
り
組
み
に
参
加
し
た
感
想

を
話
し
て
い
る
。
多
く
の
参
加
者
に
と
っ

て
、
さ
ら
な
る
成
長
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
向
上
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。 

 

忙
し
い
人
で
も
大
丈
夫
！ 

気
軽
に
参
加
で
き
る
ラ
ン
チ
英
会
話 

 

外
国
人
イ
ン
タ
ー
ン
生
滞
在
中
は
、
こ

伊東 世菜さん 
Seina Itou 

 

株式会社麻生  開発事業部  
（2014 年入社） 

 

ṕ
Ṗ

 

「オックスフォード大イン

ターン生との交流を通し

て、世界の共通語である

英語を身につけたいとい

う気持ちが高まりました」 

▲  株式会社麻生 開発事業部を訪問した時の一枚。レジャー施設やレストラン等、 

   開発事業部が運営する施設を見学しながら、英語で事業内容を説明した。 
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の
よ
う
な
職
場
訪
問
に
加
え
て
、
「ラ
ン
チ

英
会
話
」
を
実
施
。
多
く
の
グ
ル
ー
プ
社
員

が
、
昼
休
み
に
昼
食
を
取
り
な
が
ら
、
ネ
イ

テ
ィ
ブ
と
英
会
話
に
親
し
ん
だ
。
こ
の
取

り
組
み
は
、
隙
間
時
間
を
利
用
し
て
参
加

で
き
る
た
め
、
気
軽
に
学
べ
る
の
が
メ

リ
ッ
ト
だ
。 

ラ
ン
チ
英
会
話
に
参
加
し
た
株
式
会
社

麻
生 

経
理
財
務
部
の
浦
田 

佳
奈
子
さ
ん

（入
社
一
年
目
）は
、
「気
軽
に
参
加
で
き
る

雰
囲
気
だ
っ
た
の
で
、
英
語
が
得
意
で
は

な
く
て
も
、
楽
し
く
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
仕
事
で
も
私
生
活
で
も
英
語

に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
の
で
、
と
て
も

よ
い
刺
激
に
な
り
ま
し
た
」と
感
想
を
述

べ
て
い
る
。 

  

話
題
の
ト
ピ
ッ
ク
「英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
」

に
つ
い
て
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
生

と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催 

 

 
 

 

ま
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
シ

テ
ィ
ズ
ン
勉
強
会
」
で
は
、
話
題
の
「ブ
レ

ク
ジ
ッ
ト
（英
国
の
Ｅ
Ｕ
離
脱
）」
に
つ
い

て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
ブ
レ
ク

ジ
ッ
ト
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
タ
ー

ン
生
の
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
が
ス
ラ
イ
ド
を
用

い
て
日
本
語
で
説
明
。
離
脱
派
、
残
留
派
の

主
張
や
、
政
治
的
背
景
、
年
齢
・
地
域
別
の

傾
向
な
ど
を
紹
介
し
た
。 

 
残
留
Ｏ
Ｒ
離
脱
、
あ
な
た
は
ど
っ
ち
？ 

  

説
明
を
聞
い
た
後
は
、
少
人
数
の
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を

実
施
。
「も
し
イ
ギ
リ
ス
国
民
だ
っ
た
ら
、

Ｅ
Ｕ
離
脱
と
残
留
の
ど
ち
ら
に
投
票
す
る

か
？
」
と
い
っ
た
よ
う
な
質
問
を
も
と
に
、

参
加
者
間
で
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
参
加

し
た
社
員
は
、
「Ｅ
Ｕ
離
脱
に
つ
い
て
、
イ

ギ
リ
ス
人
な
ら
で
は
の
意
見
を
直
接
聞
く

こ
と
が
で
き
て
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
」

と
、
勉
強
会
の
感
想
を
話
し
て
い
る
。 

 

麻
生
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
よ
う
に
英
語

を
学
び
、
実
践
で
使
う
機
会
を
定
期
的
に

提
供
し
て
い
る
。
職
場
で
英
語
を
使
う
機

▲ 麻生リハビリテーション大学校は、昨年に引き続き参加。 

    体験を交えながら、専門的な内容を英語でわかりやすく 

    説明していた。 

▲ 麻生塾で実施した「英国のEU離脱」に関する 

    ワークショップの様子。 話題のトピックということもあり、 

    ディスカッションも盛り上がりをみせていた。 

▲ ランチ英会話の様子（於：飯塚病院カフェテリア） 

会
が
な
け
れ
ば
、
使
う
場
を
つ
く
り
、
次
の

学
び
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ

る
。
こ
れ
か
ら
も
、
自
ら
学
び
成
長
す
る
意

欲
を
持
つ
社
員
を
応
援
し
て
い
き
た
い
。 



麻生グループで6週間を過ごしたインターン生2人に聞いてみました！ 

Q. Ḵ 
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年
の
夏
、
麻
生
グ
ル
ー
プ
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加

し

た

英

オ

ッ

ク

ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
三
年
生
の
ド
ロ
シ
ー
さ
ん

（二
十
一
才
）と
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
（二
十
一

才
）。
六
週
間
に
渡
る
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
間
で
、
な
ん
と
、
約
三
百
名
に
の
ぼ
る
麻

生
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
交
流
し
た
。 

「麻
生
グ
ル
ー
プ
を
人
に
例
え
る
と
す

る
と
、
『熱
意
が
高
く
、
勤
勉
で
、
周
囲
を

助
け
る
気
持
ち
が
強
い
人
』と
い
う
印
象

を
受
け
ま
し
た
。
社
員
の
み
な
さ
ん
は
、
フ

レ
ン
ド
リ
ー
で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
長
け

た
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
社
内
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
、
と
て
も
よ
い
で
す
ね
」と
、
話

す
の
は
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
。
現
在
、
英
オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
東
洋
学
を
専
攻
し
て

い
る
。
同
大
学
で
古
典
を
専
攻
す
る
レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
は
、
「常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く

し
、
利
益
の
追
求
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
貢

献
を
大
切
に
す
る
会
社
だ
と
思
い
ま
し

た
」と
、
印
象
を
語
っ
た
。 

 将
来
の
目
標
が
見
つ
か
っ
た 

 

卒
業
を
来
年
に
ひ
か
え
、
来
日
当
初
は

今 

「熱意が高く、勤勉で、 

    周りを助ける気持ちが強い人」 

 

2016 年度夏期インターン 

オックスフォード大学3年生 東洋学専攻 

ロシー・ ァイナンさん 
Dorothy Finan  

 

大学で日本を専門に学んでいるドロシーさんは、日本語がとても堪能。 

プレゼンも日本語で難なくこなす。大好きな日本の歴史について 

話し出すととまらない歴女でもある。 

「利益を求めるだけではなく、 

周囲に貢献することを大切にする人」 

 

2016 年度夏期インターン 

3   

 
Rebecca Wilkin 

 

 

 

 

麻
生
グ
ル
ー
プ
・イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ 

約
三
百
名
の
社
員
と
交
流 



が
、
修
士
課
程
を
終
え
た
後
は
、
日
本
に
関

係
す
る
仕
事
に
携
わ
り
た
い
と
思
い
ま

す
」と
話
す
。 

 あ
る
ひ
と
つ
の
変
化 

短
い
期
間
で
大
き
く
成
長
し
た
二
人 

 

興
味
の
あ
る
分
野
を
深
く
掘
り
下
げ
る

タ
イ
プ
の
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
は
、
こ
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、
あ
る
ひ
と
つ

の
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
。
「
新
し
い
こ
と

に
挑
戦
し
、
未
知
の
分
野
を
開
拓
す
る
意
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就
職
に
向
け
て
ま
だ
迷
い
が
あ
っ
た
レ

ベ
ッ
カ
さ
ん
は
、
麻
生
グ
ル
ー
プ
で
の
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
き
っ
か
け
に
、
あ
る

目
標
が
で
き
た
。 

 麻
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し

て
、
将
来
の
可
能
性
が
広
が
っ
た 

 

「こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
通
し
て
、

卒
業
後
に
や
り
た
い
こ
と
が
見
つ
か
り
ま

し
た
。
今
回
、
建
設
資
材
・
環
境
、
医
療
・健

康
、
教
育
・人
材
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
、
多

様
な
業
種
に
触
れ
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

ま
た
、
幅
広
い
年
齢
層
の
社
員
と
の
出
会

い
を
通
し
て
、
将
来
に
対
す
る
可
能
性
が

広
が
り
ま
し
た
。
特
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
日
本
の
『
お
も
て
な
し
の
心
』で
す
。
卒

業
後
は
日
本
に
戻
り
、
ホ
テ
ル
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
業
界
で
仕
事
に
就
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
、
真
っ
す
ぐ
な
眼
差
し

で
話
す
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
。 

 社
員
と
の
交
流
で
、
共
通
し
て
感
じ
た

の
は
「お
も
て
な
し
の
心
」 

 

様
々
な
業
種
の
社
員
と
触
れ
合
う
中

で
、
彼
女
が
共
通
し
て
感
じ
た
の
は
「日
本

人
は
、
誰
か
を
助
け
た
い
と
い
う
思
い
が

「インターンシップを通して、多様な

業種に触れ、幅広い年齢層の社

員と出会ったことで、卒業後の目標

がみつかりました」 レベッカ・ウィルキンさん 

強
い
」と
い
う
こ
と
。
そ
の
「
お
も
て
な
し

の
心
」に
対
す
る
興
味
が
、
卒
業
後
の
キ
ャ

リ
ア
へ
の
展
望
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
だ
。 

 

仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
み
て
、 

ビ
ジ
ネ
ス
に
対
す
る
興
味
が
広
が
っ
た 

  

東
洋
学
を
専
攻
し
て
い
る
ド
ロ
シ
ー
さ

ん
は
、
「麻
生
グ
ル
ー
プ
の
方
々
が
、
ど
ん

な
仕
事
も
楽
し
ん
で
い
る
姿
を
み
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
に
対
す
る
興
味
が
広
が
り
ま
し

た
。
卒
業
後
は
、
大
学
院
に
進
む
予
定
で
す

欲
が
高
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、
『
こ
の
人
は

き
っ
と
こ
う
い
う
人
だ
』
と
い
う
よ
う
な
、

他
人
に
対
す
る
思
い
こ
み
が
な
く
な
り
ま

し
た
。
同
時
に
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
へ
の
思

い
こ
み
も
な
く
そ
う
と
思
い
ま
し
た
。
自

ら
を
制
限
す
る
こ
と
な
く
、
色
々
な
こ
と

に
挑
戦
し
、
新
た
な
世
界
を
広
げ
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
」 

 

六
週
間
と
い
う
短
い
間
で
、
大
き
く
成
長

し
た
ド
ロ
シ
ー
さ
ん
と
レ
ベ
ッ
カ
さ
ん
。

二
人
と
交
流
し
た
社
員
も
ま
た
、
優
秀
な

学
生
の
懸
命
な
姿
を
見
て
、
大
い
に
刺
激

を
受
け
た
こ
と
だ
ろ
う
。 
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TV Program  

Featuring Aso Group Employees 

麻生グループ社員の活躍が 

テレビ番組に！ 
麻生グループで活躍する社員の「シゴト」をご紹介 

FBS福岡放送にて、2017 年1月まで放送！ 

ー 放送時間 毎週月曜21:54 ～22:00  ※特別編成の場合は変更あり － 

放送済みの回は、麻生グループホームページ 

（www.aso -group.co.jp ）から動画をご覧いただけます 

企業内経営コンサルタント 

株式会社麻生 外事・統計部 

郭 晨さん 

 

企業の社員として、その内側から

経営戦略を考え、トップマネジメントに助言や提案

を行う仕事です。企業の現状や特性・志向を把握

したうえで様々な課題に取組み、経営の安定化と

さらなる飛躍に貢献します。 

海外債権運用スタッフ 

ASO FAL UK Ltd.  

鬼丸 雅光さん 

 

海外現地法人の月次や決算の管理、保有する金融商

品の管理を行っています。会社が投資し取得した不動

産や債券の収益、さらに次の投資に向けての情報を収

集することも重要な仕事です。現地の会計事務所や監

査法人とコンタクトを取りながら業務に取り組んでいます。 

1  
  海外に挑戦する 

 内側から経営を支える 

 
Ῥ⁯  

 医療と地域を支える 

医療経営コンサルタント 

株式会社麻生 病院コンサルティング事業部 

上田 翼さん 

 

医療機関のパートナーとして、経営に関する様々な

問題・課題解決に向けてのサポートをおこない、  

地域医療の確保と発展に貢献する仕事です。   

麻生の医療経営コンサルタントの活躍のフィールド

は、日本全国をはじめ海外へと広がっています。 

 
Ῥ⁯  
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 イノベーションを起こす 
 

医療器具開発スタッフ 

飯塚病院 イノベーション推進本部 

井桁 洋貴さん 

 

臨床工学技士が持つ「医療」と「工学」のノウハウを

最大限に活かし、医療機器の開発に携わる仕事で

す。医療業務に対しての課題や、それを解決するた

めのアイデアを出し、大学やメーカーとの共同研究、

海外研究機関との交流を通じて新しい医療機器を

作り上げます。 

人事スタッフ 

株式会社麻生 総務人事部 

大坪 あかねさん 

 

企業経営において、最も大切と

いわれる「人材」の採用や育成に

携わる仕事です。人生の大きな

岐路となる就職活動などを通して、学生の皆さんとお会いし

ます。自分で自分を成長させる」ことで社会に貢献したいと

思っている人と一緒に働きたいと思っています。 

 人財を見出す 

1  
 

技術コンサルタント 

株式会社麻生  

建設コンサルティング事業部 

平山 茉莉子さん 

 

コンクリートやその材料の試験業務

やコンサルティング業務、既存コンクリート構造物の劣化調

査業務も行います。従来のスクラップ＆ビルドから持続可

能な社会への変化が求められている近年、建築物の安全

性を確保するために重要性が増している仕事です。 

 暮らしを基礎から守る 

 
Ῥ⁯  

 豊かな街をつくる 

不動産開発スタッフ                    

株式会社麻生 不動産事業部              

稲富 隆太さん 

 

会社の資産である不動産を

有効利用し、現状や未来を

見据えながら商業地や遊休地にどのような施設を誘致、建

設すべきかを企画立案・運営する仕事です。街づくりを通し

て地域の発展に貢献します。 
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